
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

八
Ｏ

『大
乗
義
章
』

に
見
る
円
融
思
想

北

塔

愛

美

子

は
じ

め
に

先
行
研
究
に
お
い
て
、
浄
影
寺
慧
遠

(五
二
一二
～
五
九
二
)
と
、
そ
の

師
と
さ
れ

る
法
上

(四
九
五
～
五
八
Ｏ
)
に
は
、
と
も
に

『大
乗
義
章
』

(大
正
八
五

頁
四
六
五
～
八
七
五
)
と
さ
れ
る
著
作
が
存
在
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
、
慧
遠

の

『大
乗
義
章
』
の
み

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
慧
遠
と
法
上
の
思
想
は
、
主
に
、
法
上
の

『十
地
論
義

疏
』
(大
正
八
五

頁
七
六

一
～
七
八
二
)
の
断
片
と
慧
遠

の

『大
乗
義
章

』
を
中
心
と
し
て
比
較
研
究
さ
れ
て
き
た
。
円
融
思
想
に

関
し
て
は
、
鎌
田
茂
雄
氏

の

「浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
大
乗
思
想
の
展

開
」
(東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
三
四

一
九
六
四
年
)
と
、
吉
田
道
興
氏
の

「法
上
と
慧
遠
の
法
界
観
」
(印
仏
研
究
四
七

一
九
七
五
年
)
が
挙
げ
ら

れ
、
吉
田
氏
は
先
掲
論
文

(頁
一
六
三
)
の
中
で
、
法
上
の
円
融
思
想

に
関
し
て
、
「

の
中
に
万
法
を
備
え
、
万
法
の
中
に

一
を
含
む
円
融
思

想
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
法
蔵
の
い
う
四
種
法
界
の
理
事
無
擬
法

界
の
段
階

で
究
極
の
事
々
無
擬
法
界
に
は
ま
だ
充
分
で
な
い
と
い
う
難

が
あ
る
に
し
て
も
、

一
応
、
大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
を
把
握
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。」
と
し
、
慧
遠

の
円
融
思
想
に
対

し
て
、
「慧
遠
に
お
け

る
円
融
思
想
は
二
諦
観

の
上
に
よ
く
表
わ
れ
て

い
て
、
そ
れ
は
世
諦
、

真
諦

い
ず
れ
に
し
て
も
如
来
蔵
の
考
え
方
か
ら
発
し
て
い
る
。」
と
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
行
研
究
の
見
解
を
考
慮
し
つ
つ
再
検
討
を

加
え
、
法
上
と
慧
遠
の
円
融
思
想
の
相
違
点
を
比
較
し
、
『大
乗
義
章
』

の
円
融
思
想
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

法
上
述

『十
地
論
義
疏
』

に
お
け

る

「融
義
」

法
上
の
思
想
は
、
現
存
す
る
唯

一
の
著
作
で
あ
る

『十
地
論
義
疏
』
の

断
片
に
よ

っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
。
『十
地
論
義
疏
』
に
は
、
次
の
三
つ

の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
第

一
に
、
「十
地
之
旨
円
融
」
(大
正
八
五

七
六

九
b
)
と
あ
り
、
「円
融
」
と

い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第

二
に
、

「

教

一
切
教

一
體

一
切
體
」
(大
正
八
五

七
六
四
b
)、
「

行

一
切

行
」
(大
正
八
五

七
六
四
C
)
と
あ
り
、
相
即
を
示
す
用
語
が
見
ら
れ

る
。
第
三
に
、
小
乗
教
の
相
に
対
し
、
大
乗

の
義
が

「融
」
(大
正
八
五
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七
七
六

b
)

と

さ
れ

、

大

乗

義

を

「融

義

」
と

す

る
。

ま

た
、

大
乗

義

に
関

し

て
は

、

大
智

慧
者
。
鷹

レ
ニ
シ
言

ニ
フ
大
乗

一
ト
。
若
シ
釈
レ
シ
.ア
名
辨

レ
ズ
ル
ニ
義
ヲ
。
観
照

ハ

為

レ
シ
慧
ヲ
。
運
通

ハ
為

レ
ス
乗

ヲ
。
今
拠

レ
ツテ
法

二
辨
レ
ズ
ル
ニ
義

ヲ
。

一
切
行

倶

融
ス
ル
ヲ
以
ツ
テ為

ニ
シ
智
慧

一
ト
。
無
障
無
碍

ヲ
以
.ア為

ニ
ス
大
乗

一ト
。
(大

正
八
五

七
六
二
C
)

と

説

か

れ

て

お

り
、

大

乗

義

で
あ

る

一
切

行

の

「融

」
、

「無

障

無

碍

」

を

以

っ
て
智

慧

を

為

す

と

さ

れ

て

い
る
。

以

上

の
点

か
ら

、

『
十

地

論

義

疏

』

に

お
け

る
円

融

思

想

は
、

単

に
、

大

乗

の
智

慧

を

指

す

に

す

ぎ

な

い
が

、

ま

た

一
方

で
、

「円

融

」

と

い
う
語

や

、

相

即

を
示

す
語

が

あ

る

こ
と

か
ら

、

こ

の
よ

う

な

語

の
用

い
ら

れ

る
経

典

や
、

法

上

の
師

で

あ

る
慧

光

(
四
六
八
～
五
三
七
)

の
教

判

の
影
響

も
考

え
う

る

の
で
あ

る
。

慧

遠

の

教

判

か

ら

見

た

大

乗

観

『
大

乗

義

章

』

二
諦

義

で

は
、

慧

遠

の
教

判

と

さ

れ

て

い
る

四

宗

判

が

挙

げ

ら

れ

て

お
り

、

一
立

性

宗

(小
乗
の
浅
)
、

二
破

性

宗

(小
乗

の
深
)
、

三

破

相

宗

(
大
乗

の
浅

)
、

四

顕

実

宗

(
大
乗

の
深
)

と

さ

れ

、

立

性

宗

に

は
阿

毘

曇

の
教

え

、

破

性

宗

に

は

『
成

実

論

』
、
破

相

宗

に

は

一
切

皆

空

の
教

え

が
配

当

さ

れ
、

顕

実

宗

は
、

真
者
所
謂

ル
如
来
蔵

性
ナ
リ
。
恒
沙

ノ
仏
法
。

同
体
縁

集

シ
テ
。

不
離
不
脱
不

断

不
異
ナ
リ
。
此
之
真
性
縁

起

ハ
。
集
成

ニ
ス
生
死
涅
槃

一
ヲ
。

(大
正

四
四

四
八

三

a
)

と

さ

れ

て
お

り
、

真

宗

と

さ

れ

る
顕

実

宗

で

は
、
真

性

で
あ

る

如

来

蔵

が

同

体

に
縁

集

し
、

そ

の
縁

起

が
生

死

、
涅
槃

を

作

り

出

す

こ
と

が
示

さ
れ

て

い

る
。

し

か

し
、

慧

遠

は
、

こ

の
よ

う

に

四
宗

に
仏

法

を

分

類

し
、

か

つ
、

大

乗

を

二
類

し

て

い
な

が

ら

も
、

大

乗

の

二
宗

に
関

し

て

は
、
特

定

の
経

典

を
配

当

し

な

か

っ
た

と
さ

れ

て

い
る
。

(吉
津
宜
英

「浄

影
寺
慧
遠

の
教
判
論
」
駒

沢
大
学

研
究
紀
要
三
五

一
九
七
七
年
)

『
大
乗

義

章

』

中

で
も

、

華
厳

法
華

ハ
三
昧

ヲ
為

レ
シ
宗
ト
。
諸
部
般

若

ハ
智
慧

ヲ
為

レ
シ
宗
ト
。
涅
槃

経
者

以
ニ
ッ
,ア
仏
ノ
果
徳
涅
槃

一
ヲ
為

レ
シ
宗

ト
。
維
摩
経
者
以
ニ
ツ
テ不

思
議
解

脱
ヲ
為

レ

シ
宗

ト
。
勝
鬘
経
者

一
乗

ヲ
為

レ
ス
宗
ト
。

(大
正
四
四

四
八
三
b
)

と

述

べ

て

い
る

が

、

諸

大

乗

経

典

の
教

え

の
特

色

を

示

す

に

す

ぎ

ず

、

各

々

の
経

典

の
優

劣

は
説

い

て

い
な

い
。

つ
ま

り

、

『
大

乗

義

章

』

で

は
、

諸

大

乗

経

典

は
、

大

乗

義

の
そ

れ

ぞ

れ

の
側

面

を

説

い

て

い

る
も

の
で

あ

り
、

特

定

の
大

乗

経

典

の
思

想

が
、

最

上

の
教

え

で
あ

る
と

は

し

て
い
な

い
の

で
あ

る
。

『
大

乗

義

章

』

に

お

け

る

「
融

義

」

『
大

乗

義

章

』

で

は
、

「仏

性

義

」

に

お

い

て
、

然
ル
ニ
仏
性
者
蓋

シ
乃
チ
法

界
門
中

ノ
一
門

也
。
門
別
雖

レ
モ
異
ナ
リ
ト
。
妙

旨
虚

融
ノ
義

二
無

レ
シ
不
レ
ル
コ
ト
在

フ
。
無
レ
キ
ガ
不
レ
ル
コ
ト
在
ラ
故

二
。
無

縁
而
非

性
ナ
リ
。

(大
正

四
四

四
七
三
b
)

と
説

き

、
法

界

の
法
門

に

お

い
て
は
、

法

門

は
様

々

に
あ

る
け

れ

ど
も

、

『
大
乗
義

章
』

に
見

る
円
融
思
想

(北

塔
)

八

一
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『
大
乗
義
章
』

に
見
る
円
融
思
想

(北

塔
)

八
二

そ

の
旨

は

「虚

融

」

で
あ

る

と

す

る

た

め
、
仏

性

と
法

界

の
法

門

が

異

な
る

も

の

で
は
な

い
と

い
う

こ
と

を

示

し

て

い
る
。

さ

ら

に
、

「

乗

義

」

に

お

い
て

は
、
、

法

二
有
ニ
リ
三
種

一
。

一
者

教

法
。
所

謂
ル
三
蔵

十

二
部

教
ナ
リ
。

二
者

理
法
。

所
謂

ル
仏
性

ナ
リ
。
於

レ
ヒ
テ
中

二
分

別

ス
ル
ニ
二
諦

一
実
ノ
縁
起
法
界
是

其
理
也

。

三
者
行
法
。
六
度
等

ノ
儀
ナ
リ
。

(大
正
四
四

六

四
九

a
)

と

述

べ
ら
れ

、
仏

性

に
対

し

て
、

「
二
諦

一
実

縁

起

法

界

」

が
、

そ

の
理

で
あ

る

と
し

て
い
る

。

「縁

起

法

界
」

と

は

、

「
二
諦
義

」

に

お

い
て
、

若
シ
就

レ
ッ
,ア
縁
起

二
以
ツ
テ
明

レ
ス
ニ
ヲ
者
。
清
浄

法
界
。
如
来
蔵

ノ
体
縁
起

シ
.ア
。

造
作

ニ
ス
生
死
涅
槃

一
ヲ
。

真
性
自

体
ナ
リ
テ。
説
カ
バ
為
ニ
ス
真
諦

一
ヲ
。
縁
起

之

用
ヲ
。
判
ズ
レ
バ
為

ニ
ス
世
諦

一
ヲ
。

(大
正

四
四

四
八
三
C
)

と

あ

る

よ

う

に
、

如

来

蔵

を

体

と

し

て
縁

起

す

る
生

死

と
涅
槃

で
あ

る

法

界

で
あ

っ
て
、

そ

の
法

界

は
、

縁

起

の
体

を

真

諦

、

用

を

俗

諦

と

す

る
も

の

で

あ

る

か

ら

、

「

一
諦

」
実

」

と

は
、

如

来

蔵

縁

起

の
体

用

が

「不

二
」

で
あ

る

こ
と

で
あ

る
。

「
入

不

二
門

義

」

で
は

、

「不

二
」

の
名

を
釈

し

て
、

維

摩

経

の
説

を

、

「不

二
」

が
、

経

中

の

「

実

の
義

」

で
あ

り
、

「

実

之

理

」

を

「妙

寂

離

レ
レ
相

ヲ
。

如

如

平

等

ナ
リ
。

亡

レ
ブ
ル
ガ
於

ニ
ヒ
テ
彼

此
一
ニ
。

故

二
云
二
フ
不

二

一ト
。
」

(大
正

四
四

四
八

一
b
)

と

し

て
お
り

、

浬
奘

経

の
説

を

、

「除

二
キ
テ
一
法

相

一
ヲ
不

可

算

数

ナ
リ
。
」

と

し
、

華

厳

経

の
説

を
、

「衆

多

ノ
法

中

無

ニ
ク
一
法

相

一。

於

ニ
ヒ
テ
一
法

中
一
ニ
亦

無
二
シ
多

相

一。
」

(
大
正

四
四

四
八

一
C
)

と
し

て

い
る

。

し

た

が

っ
て
、

ど

の

三
経

典

の
教

え

に
よ

っ

て
も
、

「不

二
」

を
成

立

さ

せ

う

る

が

、

と

り

わ

け

、

二
諦

を

「

実

」

と
説

く
点

で
、
維

摩

経

の
説

の
影

響

が
強

い

の
で
あ

ろ

う
。

「

ま

た

、

「不

二
」

の
相

を

弁

ず

る

に
、

「

一
融

相

門

二
法

同
體

名

ア
為

ニ
ス

不

二

一ト
。
」

(大
正
四
四

四
八

二

a
)

と

し
、

「仏

性

」

と

同
様

に

此
ノ
不
二

ノ
門

ハ
。
是

レ
法
界
中

ノ
一
門
ノ
義
也
。

門
別
雖

レ
モ
一
ナ
ル
ト
。
而
妙
旨

虚
融
ノ
義
無

レ
シ
不
レ
ル
コ
ト
在

フ
。
無
レ
キ
ガ
不

レ
ル
コ
ト
在

フ
故
二
。

一
切
諸

法
。

悉

ク
是
レ
不

ニ
ナ
リ
。
諸
法

ハ
皆

是
ナ
リ
。

豊

二
有

ニ
ャ
所
局

一
。

(大
正

四
四

四
八

一
C
)

と
あ

り

、

法
界

の
法

門

の

一
門

で
あ

る

と

す

る
。

な

お
、

十

八
空

に
関

す

る
項

目

で
も

同

様

で
、

「此

ノ
空

乃

是

レ
法

界

門

中

ノ
一
門

義

ナ
リ
。

門

別
雖

レ
モ
異

ナ
ル
ト
。

妙

旨

虚

融

ノ
義

無

レ
シ
不

レ
ル
コ
ト
在

ラ
。
」

と

す

る
。

こ
れ

ら

の
記

述

か

ら
、

『
十

地

論

義

疏

』

と

と

も

に
、

『
大

乗

義

章

』

に
お

い
て

も
、

大
乗

の
義

に

「融

義

」

を

見

る
が

、

大
乗

の
義

を
法

界

の
義

と
捉

え
、

「二
諦

一
実

」

の
縁

起

と

し

て
、

そ

の
構

造

を
明

か
し

て

い
る
。ま

と

め

法

上

、

慧

遠

と

も

に
、

大

乗

の
根

本

が

融

義

で
あ

る

と

い
う

見

地

に

立

っ
て

い
る
が
、

法

上

の

『
十

地

論

義

疏

』

中

に
は
、

「
円
融

」

と

い
う

語

も
見

ら

れ
一

法

上

の
円

融

思

想

は

、

大

乗

の
智

慧

に
よ

る
大

乗

義

の
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「虫百園
」
と
、
「

即

一
切
」
の
思
想
に
よ

っ
て
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
師

の
慧
光

の
漸
頓
円
三
教
判

(法
蔵
の

『探
玄
記
』
中
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

円
教
と
し
て
華
厳
経
を
挙
げ
、
「此
経
是
國
頓
所
摂
」
と
し
て
い
る
。)
の
影
響

も
受
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
故
に
、
円
教
を
説
く

と
さ
れ

る
限
定
さ
れ
た
大
乗
経
典
の
教
理
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
の

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
慧
遠

の

『大
乗
義
章
』
で
は
、
如
来
蔵

を
体
と

す
る
こ
と
で
、
縁
起
す
る
法
界
の
根
本
に
融
義
を
見
出
し
、
か

つ
、
特
定

の
経
典
の
理
論
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
大
乗
経

典
の
教
え
を
法
界
の
法
門
と
し
て
は
同
義
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
伝
来

し
て
い
た
諸
大
乗
経
論

の
教
理
を
統
括
し
て
大
乗
観
を
形
成
し
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
慧
遠
は
、
法
上
よ
り
も
多

く
の
大
乗
経
典
の
思
想
に
よ
り
、
法
界
の
融
義
と
い
う
円
融
思
想
を
成

り
た
た
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
思
想
的
見
解
の

相
違
点
か
ら
、
慧
遠
の
時
代
に
、
法
上
が
、
目
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、
さ
ら
な
る
経
論
が
、
伝
来
、
翻
訳
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

円
融
、
慧
遠
、
『大
乗
義
章
』
、
法
上
、
『十
地
論
義
疏
』

(龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
生
)

『
大
乗
義
章
』

に
見

る
円
融
思
想

(北

塔
)

八
三

―635―



(186) Abstracts

between the physical (the non-sentient) and the sentient. It is also explored in 

this paper how Chengguan's view on dharmata and buddhata may have been 

influenced by the thoughts of nirvana sect representatives such as Huiyuan, 
Jizang, and Fabao. 

112. Fazang's Huayan Doctrine and Tathagatagarbha thought 

Kazuya O1

In the Tang dynasty, Fazang(法 蔵643-712)developed his teaching on

Huayan based on the teachings centered on the.Avatamsakasutra(華 厳 経)he

received from his master Zhiyan(智儼602-668). His system of thought is or-

ganized by a classification of doctrines called the Five Doctrines and Ten

Schools(五 教 十 宗 判), which was first mentioned in the Huayan yicheng ji-

aofen ji(華 厳 一 乗 教 分 記aka五 教 章).

In the Five Doctrines, the distinction of the standpoints between beings

and emptiness is used to characterize Mahayana Buddhism into early(始 教)

and final teachings(終 教). However, in his later work Huayan jing tanxuan

jl(華 厳 経 探 玄 記),early and final stages are distinguished by whether all be-

ings possess the Buddha nature(and will achieve Buddhahood)or not.

This shows that the criteria for distinguishing between the early and final

teachings changed.

There are also some commentaries by Fazang on the texts of Tatha-

gatagarbha thought. These commentaries contain another classification of

doctrine(the Four Schools四 宗 判)and also display an interest in the attain-

ment of Buddhahood by all beings. This suggests a possible cause of the

changes found in the Huayan jing tanxuan ji and provides evidence of the

influence of Tathagatagarbha thought in Fazang's Huayan Doctrine.

113. The Idea of Perfect Integration in the Dacheng yizhang 

Amiko KITAZUKA

I compared the idea of Perfect Integration(円 融)in Huiyuan's Dacheng yi一
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zhang(大 乗 義 章)with that in Fachang's Shidilun yishu(十 地 論 義 疏)and tried

to locate doctrinal characteristics of the Dacheng yizhang..

The Dacheng yizhang is based on various Mahayana sutras, but the Shidi-

lun yishu draws on a limited scriptural basis. So, I suggest that when Huiyu-

an wrote the Dacheng yizhang, Chinese Buddhists could have access to new

sutras that they had not had before.

114. Jiacai's idea in the Jingtu-lun that the Primal Vow is for Both Ordinary 

Beings and Saints 

Eko MATSUO 

The basic intention of the medieval monk Daochuo was the exaltation of 

Pure Land Buddhism, which lay in an emphasis on sentient beings as the 

object of salvation. However, Daochuo had to clarify that Pure Land Bud-

dhism did not contradict the principles of Mahayana Buddhism. Therefore, 

Pure Land Buddhism as Mahayana Buddhism was clarified by speaking of 

the Saint's birth in Amida's Pure Land. That is, Daochuo established Amida's 

Pure Land Buddhism as dedicated to ordinary beings in the age of the decay 

of the Dharma. 

Jiacai tried to clarify Pure Land Buddhism as for the sake of ordinary be-

ings in his Jingtu-lun. He emphasized that Amida's Pure Land Buddhism is 

taught with the aim of liberating ordinary beings basing himself on the for-

ty-eighth vow of the Larger Pure Land Scripture and the expression in the 

Mediatation Sutra "all ordinary beings of future ages." He expressed this as 
"the original [vow] is for both ordinary beings and saints together." In addi-

tion, Jiacai clarified that the object of liberation shifted from ordinary people 

and saints to ordinary people by reorganizing the Anleji. In a word, Jiacai 

understood the real intention of Daochuo's Pure Land Buddhism as Pure 

Land teaching for ordinary beings, and expressed it as, "the original [vow] is 

for both Ordinary Beings and Saints together".
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